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2010年新年号
会員投稿を募集

　機関紙新年号への会員投稿、写真を
募集しています。（掲載者には薄謝進呈）
【投稿】600字程度、顔写真を同封くだ
さい。①趣味②日常の臨床や家族のこ
と③新年に思うこと④エッセイや俳句
⑤旅行記⑥干支（寅）に関すること⑦
お店紹介など
【写真】新年や冬にまつわる風景・人
物写真など。サービス版以上４つ切り
以下。
※原稿は、郵便やＦＡＸ（06-6568-0564）
で新聞部までお送りください。
 （12月７日必着）

っ
て
９
日
の
業
界
紙
に
は

「
長
妻
厚
労
相
ら
厚
労
政
務

三
役
は
、
手
書
き
で
レ
セ
プ

ト
を
提
出
し
て
い
る
医
療
機

関
に
対
し
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
『
努
力
義
務
』
と
す
る

省
令
改
正
を
行
う
方
針
を
固

め
た
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
９

日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で

は
、
桜
井
充
参
議
院
議
員

（
民
主
）
の
質
問
に
平
野
博

文
官
房
長
官
が
「
手
挙
げ
方

式
を
と
る
べ
き
だ
」
と
答
弁

し
て
い
た
。

療
担
当
者
の
気
持
ち
を
十
分

斟
酌
し
た
い
」
と
、
要
望
は

き
ち
ん
と
受
け
止
め
る
姿
勢

を
示
し
た
。

　

民
主
党
が
衆
議
院
選
挙
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ
て
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
「
原
則
」

化
は
、
協
会
が
選
挙
後
に
要

請
し
て
き
た
民
主
党
衆
参
議

員
の
大
半
が
義
務
化
撤
回
の

意
味
だ
と
し
て
い
た
。
10
月

９
日
に
厚
労
省
が
発
表
し
た

省
令
「
改
正
」
案
が
義
務
化

を
原
則
に
し
た
も
の
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
義
務
化
撤
回
を

求
め
て
会
員
か
ら
の
パ
ブ
コ

メ
の
集
中
や
厚
労
省
や
国
会

要
請
、
国
会
内
集
会
な
ど
を

開
い
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
働
き
か
け
も
あ

　

毎
週
「
水
戸

黄
門
」
を
視
聴

し
て
い
る
私
を

家
族
は
阿
呆
扱

い
し
て
い
る
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
助
さ
ん
格
さ
ん
が
大
暴
れ

す
る
が
、
こ
の
２
人
の
剣
客

は
刀
を
使
わ
な
い
。
足
で
蹴

飛
ば
す
か
峰
打
ち
で
あ
る
。

　

石
油
も
使
わ
ず
木
炭
で
製

鉄
し
た
当
時
、
高
級
武
士
に

も
刀
は
高
価
だ
っ
た
。
刀
は

実
用
の
武
器
と
い
う
よ
り

も
、
権
力
や
富
の
象
徴
で
美

術
品
だ
っ
た
。
幕
末
の
新
撰

組
の
幹
部
は
相
当
の
金
持
ち

だ
っ
た
し
、
他
の
剣
客
達
の

多
く
は
食
い
詰
め
者
だ
っ
た

が
、
武
芸
収
得
と
刀
に
は
金

を
か
け
た
。
刀
の
破
損
や
消

耗
は
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
カ

ー
チ
ェ
イ
ス
で
高
級
車
を
台

無
し
に
す
る
以
上
の
損
害
だ

っ
た
。

　

銃
砲
か
ら
核
へ
と
武
器
は

進
化
し
た
が
、
殺
傷
性
能
と

共
に
大
量
生
産
に
よ
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
が
大
量
殺
戮
へ
の

道
を
開
い
た
。
巡
航
ミ
サ
イ

ル
は
1
発
単
価
が
1
億
円
だ

か
ら
阪
神
へ
入
団
す
る
城
島

捕
手
な
ら
契
約
金
で
40
発
装

備
で
き
る
。
弾
薬
切
れ
の
た

め
の
戦
闘
中
止
と
い
う
状
況

が
無
く
な
っ
た
の
は
太
平
洋

戦
争
の
半
ば
頃
か
ら
で
あ
る
。

　

銃
も
刀
も
高
す
ぎ
て
誰
も

触
れ
な
い
世
が
理
想
だ
。

個
別
に
は
対
応
し
な
い
こ
と

が
同
党
議
員
・
秘
書
へ
の
要

請
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
我
わ
れ
の
請
願
権
に
関

わ
る
問
題
で
あ
り
看
過
で
き

な
い
。
民
主
党
大
阪
府
総
支

部
連
合
会
に
は
大
阪
懇
話
会

と
し
て
も
申
し
入
れ
を
予
定

し
て
い
る
。

　

新
政
権
と
な
り
情
勢
は
日

々
動
い
て
い
る
が
、
金
融
庁

が
休
業
保
障
の
適
用
除
外
に

つ
い
て
検
討
を
始
め
た
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
協
会
・
保

団
連
、
各
地
懇
話
会
の
運
動

の
成
果
と
し
て
評
価
で
き

る
。
今
後
の
展
開
は
予
断
を

許
さ
な
い
が
、
適
用
除
外
を

実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

が
正
念
場
で
あ
る
。

ら
１
０
６
人
が
参
加
し
、
制

度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
適

用
除
外
実
現
と
い
う
共
通
の

願
い
を
持
ち
寄
り
、
非
常
に

活
気
の
あ
る
も
の
に
な
っ

た
。

　

一
方
、
民
主
党
は
今
後
、

陳
情
・
請
願
は
各
都
道
府
県

連
合
会
で
受
け
付
け
、
議
員

勝
（
同
）、
山
下
芳
生
（
同

・
参
）
各
議
員
に
預
け
、
保

険
業
法
の
早
急
な
見
直
し
を

求
め
た
。

共
済
部
長･
下
井
戸
昭
介

適
用
除
外
、こ
れ
か
ら

が
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ

　

今
回
の
行
動
に
は
全
国
か

国
労
働
組
合
総
連
合
が
参
加

し
、
超
党
派
に
よ
る
適
用
除

外
の
実
現
を
目
指
し
て
、
来

年
の
通
常
国
会
を
重
要
な
た

た
か
い
の
場
と
す
る
こ
と
を

意
思
統
一
し
た
。

　

持
参
し
た
２
０
０
０
筆
余

り
の
請
願
署
名
は
、
宮
本
岳

志
（
共
産
・
衆
）、
吉
井
英

共
済
の
適
用
除
外
を
求
め

た
。

　

正
午
か
ら
開
か
れ
た
院
内

集
会
に
は
、
議
員
本
人
・
秘

書
、
各
地
懇
話
会
の
ほ
か
全

済
会
、
労
働
共
済
、
教
職
員

組
合
共
済
会
か
ら
８
人
が
大

阪
懇
話
会
と
し
て
上
京
し
、

民
主
党
議
員
を
重
点
に
大
阪

選
出
の
全
国
会
議
員
に
自
主

　

「
共
済
の
今
日
と
未
来
を

考
え
る
懇
話
会
（
全
国
）」

は
12
日
、
国
会
行
動
を
実

施
。
下
井
戸
昭
介
共
済
部
長

は
じ
め
大
商
連
・
民
医
連
共

　

10
月
21
日
に
保
団
連
・
住
江
会
長
と
懇
談
し
た
亀
井
金
融
担
当
大
臣
の
金
融
庁
総
務

企
画
局
長
へ
の
指
示
に
よ
り
、
同
庁
は
保
険
医
休
業
保
障
を
適
用
除
外
と
す
る
方
策
を

検
討
し
て
い
る
（
全
国
保
険
医
新
聞
11
月
５
日
付
既
報
）。
亀
井
大
臣
は
、
17
日
の
衆

議
院
財
務
金
融
委
員
会
で
も
「
法
改
正
を
含
め
て
検
討
し
た
い
」
と
表
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
１
７
１
通
常
国
会
で
自
・
公
両
党
が
提
出
し
衆
院
解
散
に
伴
う
審
議
未
了
で
廃

案
と
な
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済
の
存
続
支
援
法
案
が
、
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
見

込
み
と
な
っ
た
。
新
政
権
発
足
後
、
自
主
共
済
を
取
り
巻
く
情
勢
に
新
た
な
動
き
が
出

始
め
て
い
る
。

自主共済

亀
井
大
臣 

適
用
除
外
を
指
示

住
江
保
団
連
会
長
の
要
請
に
応
え
る

署名をうけとる宮本岳志議員（共産･衆）

レセオンライン義務化撤回を要請する住江
憲勇保団連会長と梅村聡議員（民主・参）
＝10日、議員会館内　　　　　　　　　　

っ
て
紙
で
請

求
し
て
い
る

医
療
機
関
。

手
書
き
医
療

機
関
だ
け
で

な
く
、
こ
こ

も
手
挙
げ
方

式
に
」
と
住

江
会
長
が
強

く
求
め
、
梅

村
議
員
は
、

「
官
房
長
官

も
述
べ
ら
れ

た
よ
う
に
医

オンライン義務化
〝
手
挙
げ
方
式
〞に
と
協
会
・
保
団
連

梅
村
議
員
「
現
場
の
声
斟
酌
し
た
い
」

６
月
に
予
定
す
る
講
演
会
を

目
途
に
参
加
団
体
を
増
や
し

て
い
く
。

　

13
日
の
発
足
会
議
に
は
６

団
体
14
人
が
参
加
。
小
澤
力

歯
科
協
会
副
理
事
長
が
基
調

報
告
し
、
日
本
の
無
歯
顎
率

の
低
さ
な
ど
歯
科
医
療
・
歯

科
保
険
が
果
た
し
て
き
た
役

割
を
評
価
、
一
方
で
高
い
保

険
料
、
高
い
窓
口
負
担
、
保

険
の
き
か
な
い
治
療
が
多
い

な
ど
３
重
苦
を
抱
え
て
い

改
善
、
保
険
診
療
の
拡
充
の

た
め
の
診
療
報
酬
引
き
上
げ

を
求
め
る
。

　

来
年
度
予
算
編
成
に
む
け

た
国
会
議
員
や
厚
労
省
・
財

務
省
な
ど
へ
の
要
請
、
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
地
方
議
会
意
見
書
の

採
択
な
ど
の
運
動
と
と
も

に
、
歯
科
健
診
の
実
施
や
歯

の
健
康
教
室
開
催
、
医
療
保

険
に
つ
い
て
の
勉
強
会
の
開

催
な
ど
を
呼
び
か
け
、
来
年

　

来
年
度
予
算
で
歯
科
医
療

改
善
の
予
算
を
確
保
す
る
こ

と
な
ど
を
目
指
し
て
、
13

日
、
医
科
・
歯
科
協
会
、
大

阪
民
医
連
な
ど
８
団
体
が

「
保
険
歯
科
医
療
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
大
阪
の
会
（
準

備
会
）」
を
発
足
さ
せ
た
。

歯
科
協
会
が
大
阪
社
保
協
加

盟
の
40
団
体
と
、
38
地
域
社

保
協
に
呼
び
か
け
て
い
た
。

　

歯
科
協
会
、
民
医
連
は
、

合
わ
せ
て
１
万
５
千
筆
の

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
も
が
、
お
金
の
心
配
の

い
ら
な
い
『
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
』
の
実
現
を
求
め
る

請
願
署
名
」
を
集
め
て
き

た
。
19
日
に
は
「
保
険
歯
科

医
療
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

会
」
と
し
て
国
会
行
動
に
取

り
組
み
、
地
元
議
員
に
署
名

を
提
出
し
、
患
者
窓
口
負
担

の
軽
減
、
義
歯
や
歯
周
治
療

歯科医療改善の予算確保めざす
「保険歯科医療を守り、発展させる大阪の会」発足

る
、
そ
の
原

因
は
、
長
年

の
政
府
の
低

歯
科
医
療
政

策
に
あ
る
と

し
て
、
保
険

で
よ
り
よ
い

歯
科
医
療
を

実
現
さ
せ
る

運
動
へ
の
協

力
を
呼
び
か

け
た
。

【
法
律
】
日
時
：
12
月
７
日

（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

相
談
者
：
河
村
武
信
弁
護
士

【
税
務
】
日
時
：
12
月
16
日

（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時

相
談
者
：
協
会
・
税
理
士
団

よ
り

【
雇
用
】
日
時
：
12
月
17
日

（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

相
談
者
：
堀
口
正
二
社
会
保

険
労
務
士

　

大
阪
医
科
・
歯
科
協
会
と

保
団
連
は
10
日
、
参
議
院
議

員
会
館
の
梅
村
聡
参
議
院
議

員（
民
主
）を
訪
ね
、
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化

撤
回
に
つ
な
が
る
省
令
「
改

正
」
を
求
め
た
。
要
請
に
は

住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
、
大

阪
医
科
・
歯
科
協
会
事
務
局

長
ら
が
参
加
し
た
。

　

10
日
の
要
請
で
は
、「
一

番
多
い
の
は
レ
セ
コ
ン
を
使

無
料
相
談

無
料
相
談

全日本年金者組合大阪府本部、大
阪民主医療機関連合会、生協ヘル
スコープおおさか田島診療所歯
科、大阪府保険医協会、大阪府歯
科保険医協会、同大阪市南部地
区、同北大阪地区

日本の歯科保険医療が果たした役割につい
て基調報告する小澤氏＝13日、保険医会館

お知らせ
　今号から、紙面の文字
が大きくなり、ゆったり
とした紙面をお届けしま
す。編集部では、今後とも
より見やすい紙面づくり
に取り組んでいきます。

署名を積みあげ、適用除外の実現をめ
ざす集会参加者ら＝12日、議員会館内


